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酬 まNa-K合金系の粘性に幽する実験結束 とその理 論 的 検討 5)Vcついて報告
する｡
粘性測定VCは,毛細管落下時閲哲電気的(rL検出し得る墓場を施したOstwald




水に溶解させ, fiCi 標準溶液にて滴定, Na-K全量を知ってか ら;炎光法
によりNa 量を求め,濃度を決定した｡測定結果の一例7=L5,第 1図に示すO
粘性係数 等の濃度変化は,やや下方に凸孜滑 らかな軸線であらわされ,Ewing.
等 4)の紐果よりは凸の程度が少ない形になっているOなお Kremanl 等 5)I/7=
より報告され尭 奥歯は見られなかった｡純粋状態を含め, ∴休 として符の値
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ここで P｡ :イオン数密度, m :イオ ン質量, ( :摩魔係数である.原子間
ポテ ンV ヤル ufr用 は, Johnson-Hutchinson胡 arch7)のポテ ンV ヤル
を用V,,平衡 二 体相 国関 数 d.2)(雄 は,剛体球に対す るPercus-Yevic帽
分方程式の解 8)を使い,圧縮率の値で充填率の値を決めたO温度変化を見た
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第 5一区j :Na-NH '3 系 の ギ (-40℃)
点線は理論値
12)
の通 りである 120)理論的に符を計算するqtは,荊述の(1虜 を多成分系に拡張 し
た (すなわち近距離力による)部分と,Na+(a噛,e-(am)などの電荷分布
の球対称か らのずれによる部分 (例 :Onsager-Fuossの理論)からの寄与




理論式に よる計算結果を第 5区腫 点線で示す0億度 とともに野は減少の傾向
が見出される0 -万電解質溶液 と考え られるN晦 Ⅰ-NH3 溶液では実験,理







第 4図 :NH4Ⅰ-Nfi3系の写 (-so℃)
点線は捜 諭値 ｡
12)
NH3 の水素原子 を 1個,Cf王3 基で置換したCfI3 N臼2 中にアルカ リ金
属を溶解させると, NH3q)場.合と違 ってNaJKtなどはあま り溶解庭は覆い O
しか し, Li は比綾的よく溶解し,溶媒和電子 も存在すると考えてよh o 興
味あることには, Li-Cti3 NH2 溶液の密度は金属感度の増加 と共VC減少す








の符号 も変化す る液体半導体である 14)O起電力法によりTl の活量を求め,




則性が存在することを示し七いる三Te 原子は sp3 結合や とるとき2個の
不対電子と2個の菰独`電子対を有 し,純T占 では鎖型構造 を示すoこのTe
の結合の街異性 (共有結合性が残存することと孤独電子対によるイオン結合
性の出現)が,多 くのMTe型の液体半導体 を出現させていると考えられ 去占)O
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溶融 珪数鉛の話物性 につ いて
東北大学工学部金属工学科 江 島 辰 彦
多成分系スラグの物理化学的諸佐賀を左右する園子や液体構造を推察する
ための基礎研究の-･つせZして,融点が低 く比鮫的広範夜均一融体範朗を有す
る PbO -siO2 系お よびこれに 1･価の7･ルカリ金属鹿化物,'2価のプ ルカ リ
土類金属竣北物を添加した系の諸物性を測定し浄 財を加えた､｡








が存在することが認めrbれ,液体極道の変化か予測 された ｡ ませ ,一アルガリ
金属,アルカ リ土類金属塵化物を添加した場 合のて れ ら諸物性の変化は,蘇
加物のイオ ン半径およびイ●オン強度と密接査閲係の あること憂 踏めた.
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